














































































































































































































































































































 

59-7-添 2-23-1 

2-23 大気中に放出された放射性物質の入退域時の吸入摂取による被ばくの評価方法について 

 

中央制御室の居住性評価における，大気中に放出された放射性物質の入退域時の吸入摂取によ

る被ばくの評価方法を以下に示す。 

 

1. 放出量及び大気拡散 

核種の大気中への放出率[Bq/s]は添付資料 2 2-1 の第 2-1-1 表に基づき評価した。また，相

対濃度は第 2-1-4 表の値を用いた。 

 

2.評価コード 

大気中に放出された放射性物質の入退域時の吸入摂取による被ばくは，評価コードを使用せ

ず以下に示す式を用いて評価した。 

 

𝐻 =
1

𝑃𝐹
∙ 𝑅 ∙ 𝐻 ∙ (𝜒/𝑄) ∙ 𝐶 (𝑡) 𝑑𝑡 

𝐻 ：放射性物質の吸入摂取による内部被ばくの実効線量（Sv） 

𝑅 ：呼吸率（1.2/3600）※1（m3/s） 

𝐻  ：核種 kの吸入摂取時の実効線量への換算係数※2（Sv/Bq） 

(𝜒/𝑄) ：相対濃度（s/m3） 

𝐶 (𝑡) ：時刻 tにおける核種 kの環境放出率（Bq/s） 

𝑇 ：評価期間（s） 

𝑃𝐹 ：マスクの防護係数（-） 

※1 ICRP Publication 71 に基づく成人活動時の呼吸率を設定 

※2 ICRP Publication 71 及び ICRP Publication 72 に基づき設定 

 

3.評価結果 

大気中に放出された放射性物質の入退域時の吸入摂取による被ばくの評価結果を第 2-23-1

表に示す。 

 

第 2-23-1 表 大気中に放出された放射性物質の吸入摂取による入退域時の被ばくの評価結果 

評価位置 線源 積算日数 実効線量[mSv] ※2 

入退域時 
出入管理建屋入口 ７日※1 2.3×102 

中央制御室入口 ７日※1 3.4×102 

※1 屋外に７日間滞在するものとして評価  

※2 マスクの着用を考慮しない場合 

  

【追而】除染係数見直

しによる線量評価 


































































